
p4

　
城
辺
夏
ま
つ
り
は
、
町
内
小
中
学
校

な
ど
か
ら
募
集
し
た
俳
句
を
清
書
し
た

行
灯
約
3
0
0
個
で
飾
ら
れ
た
商
店
街

に
多
く
の
団
体
や
露
天
商
の
出
店
が
並

ぶ
中
、
賑
や
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
城
辺
小
学
校
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
鼓
隊
を

先
頭
に
各
種
団
体
に
よ
る
「
愛
南
音

頭
」
の
踊
り
パ
レ
ー
ド
で
始
ま
り
、

商
工
会
城
辺
支
所
前
広
場
の
特
設
ス

テ
ー
ジ
で
は
、
餅
ま
き
や
愛
南
ゴ
ー
ル

ド
早
し
ぼ
り
早
飲
み
大
会
、
須
賀
連

「
I
Z
A
N
A
I
お
ど
り
」
、
ま
ね
だ

聖
子
・
民
秋
も
の
ま
ね
シ
ョ
ー
が
、
ま

た
、
城
辺
古
町
の
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は

仮
面
ラ
イ
ダ
ー
W
（
ダ
ブ
ル
）
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
シ
ョ
ー
や
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド

の
ラ
イ
ブ
な
ど
が
行
わ
れ
、多
く
の
家
族

連
れ
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
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御
荘
夏
ま
つ
り
は
、
平
城
小
ト
ラ
ン

ペ
ッ
ト
鼓
隊
に
よ
る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
パ

レ
ー
ド
に
続
い
て
、
愛
南
音
頭
サ
ン
バ

バ
ー
ジ
ョ
ン
に
合
わ
せ
た
小
中
学
生
や

高
校
生
、
各
種
団
体
に
よ
る
踊
り
パ

レ
ー
ド
、
樽
み
こ
し
パ
レ
ー
ド
で
賑
や

か
に
始
ま
り
ま
し
た
。

　
観
自
在
寺
境
内
で
は
、
小
学
生
ち

び
っ
こ
の
ど
じ
ま
ん
や
福
浦
小
「
風
の

子
太
鼓
」
・
南
高
吹
奏
楽
部
・
御
荘
中

音
楽
部
に
よ
る
演
奏
、
平
城
五
常
会
に

よ
る
民
謡
踊
り
が
行
わ
れ
、
多
く
の
人

出
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
僧
都
川
河
川
敷
の
特
設
ス
テ
ー
ジ
で

は
ひ
め
キ
ュ
ン
フ
ル
ー
ツ
缶
シ
ョ
ー
、

ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
シ
ョ
ー
、
し
の
ぶ

ち
ゃ
ん
も
の
ま
ね
シ
ョ
ー
、
津
島
太
鼓

集
団
「
雅
」
演
奏
な
ど
が
行
な
わ
れ
、

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
僧
都
川
河
口
か
ら
花
火
約

2
5
0
0
発
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、
御
荘

湾
の
夜
空
を
華
や
か
に
彩
り
、
夏
の
風

物
詩
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。
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